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第２回定例会
　令和8年第2回定例会は、6月2日から8日までの7日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和8年度一
般会計補正予算、条例の一部改正（2件）、財産の取得（1件）などについて審議しました。

1億3,550万7千円追加

248億1,749万5千円

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

マイナンバーカードと在留
カードを一体化した特定在
留カードなどが新たに運用
開始となることから、その
カード発行に必要なシステ
ム改修等のため

44万1千円
追加

個人番号カード交付
事務経費

観光交流センター本館のエ
アコン故障に伴う改修工事
のため

3,056万9千円
追加

観光交流センター改修事
業経費

令和８年度　一般会計補正予算

観光交流センター

原案可決

総
額

令和8年度一般会計補正予算（第2号）にて1億3,550万7千円を追
加し総額を248億1,749万5千円とするものです。

観 光 交 流 セ ン タ ー
改 修 事 業 経 費

Ｑ　10年という短いスパンでエ
アコンの交換に至った経緯は。

Ａ　室外機内の圧縮機の運転時間
がメーカー推奨であれば2万時
間で交換すべきところ、3万5千
時間と大幅に超過しており、冷
媒管が破損したことから交換す
ることになりました。

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

49億5,601万9千円102万3千円追加介護保健事業特別会計補正予算(第1号)

8億2,339万9千円4万5千円増額水道事業会計補正予算(第1号)　 （収益的支出）

12億4,077万7千円0千円
下水道事業会計補正予算(第1号) （収益的収入）
（下水道使用料免除による減額分を一般会計から
負担金として同額を増額計上しています。）

令和８年度　各会計補正予算 すべて原案可決



北斗市　議会だより２

▼意 見 書

結　　果案　　　　　　　　　　件
原案可決地方財政の充実・強化に関する意見書

原案可決令和８年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

原案可決義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを求める意見書

原案可決学校教育の「カリキュラム・オーバーロード」解消を求める意見書

原案可決道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障
する高校教育を求める意見書

原案可決ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書

否　　決物価上昇に見合う年金引き上げを求める意見書

否　　決日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

※提出された意見書は、議会のホームページで閲覧できます。　　　　　

意見書ページ

▼条　　例

▼そ の 他

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件
原案可決総務常任委員会へ付託北斗市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正

原案可決産業建設常任委員会へ付託北斗市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

 13ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

結　　果付　　　　　　　託案　　　　　　　　　　件
原案可決総務常任委員会へ付託財産の取得

報告済令和７年度北斗市一般会計繰越明許費繰越計算

報告済令和７年度北斗市下水道事業会計予算繰越計算

報告済令和７年度北斗市一般会計事故繰越し繰越計算

 13ページの「委員会活動をお知らせします」で詳細をご覧ください

議会ホームページのご案内

https://www.city.hokuto.hokkaido.jp/shisei/gikaihttps://www.city.hokuto.hokkaido.jp/shisei/gikai

　北斗市ホームページ内に、議会のページを開設しています。　北斗市ホームページ内に、議会のページを開設しています。
　議員の顔ぶれや議会の概要のほか、一般質問のあらまし、　議員の顔ぶれや議会の概要のほか、一般質問のあらまし、
議決結果や議決された意見書といったことや開催予定の議会議決結果や議決された意見書といったことや開催予定の議会
及び委員会の日程などを掲載しています。及び委員会の日程などを掲載しています。
　皆様のアクセスをお待ちしております。　皆様のアクセスをお待ちしております。
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第１回臨時会
　令和8年第1回臨時会は、5月12日に開催され、令和8年度一般会計補正予算、条例の一部改正（2件）、
工事契約の締結（3件）、専決処分の承認についての審議を行いました。

結　　果案　　　　　　　　　　件

原案可決
北斗市税条例の一部改正
〇地方税法等の改正に伴い、軽自動車税の環境性能割の廃止や公的年金等受給者の扶養親族等申告書に関しての
提出義務範囲の拡大、固定資産税の免税点の見直しなど、市税条例について所要の改正を行うもの

原案可決
北斗市国民健康保険税条例の一部改正について
〇地方税法施行令の改正に伴い、基礎課税額に係る課税限度額の引き上げ、子ども・子育て支援納付金分の課税
限度額の規定の見直し、低所得者の軽減措置の拡充など、国民健康保険税条例について所要の改正を行うもの

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

279億563万8千円6億1,138万円追加一般会計補正予算（第8号）

令和７年度　一般会計補正予算【専決処分】 原案承認

結　　果案　　　　　　　　　　件

原案可決工事請負契約の締結
〇トマト共同選別施設の増築に伴う増築部分南側の建築工事について、議会の議決を経て契約締結を行うもの

原案可決工事請負契約の締結
〇トマト共同選別施設の増築に伴う増築部分北側の建築工事について、議会の議決を経て契約締結を行うもの

原案可決工事請負契約の締結
〇トマト共同選別施設増築に伴う屋外部分の電気設備工事について、議会の議決を経て契約締結を行うもの

総　　　額補　正　額会　計　名(補正番号)

246億8,198万8千円8億1,820万円追加一般会計補正予算（第1号）

令和８年度　一般会計補正予算 原案可決

●一般会計の主な内容

補正の理由補正額項目

トマト共同選別施設稼働に
向けた選別機械及び低温貯
蔵設備の整備を行うための
間接補助金として

8億1,820万円
追加

農業生産施設整備
事業経費

農業生産施設整備事業経費

Ｑ　補助金額の国、北海道、市の内訳
は。

Ａ　この補助金は、国から北海道を経
由して市に交付されるもので、北海
道及び市の負担はありません。

▼条　　例

▼そ の 他
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問
　
茨
現
在
、
土
木
・
建
築
の
技
術
職
員
は
ど

の
く
ら
い
不
足
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

芋
技
術
職
員
に
つ
い
て
、
市
で
は
技
術
向
上
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
研
修
を
し
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
建
設
部
所
属
の
技
術
職
員
は
、
本

年
４
月
１
日
時
点
で
、
土
木
技
師
　
名
、
建
築

14

技
師
３
名
が
在
職
し
て
い
ま
す
。

茨
大
型
公
共
事
業
の
有
無
な
ど
、
そ
の
時
々
の

状
況
で
変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
一
概
に
申
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
口
規
模
や
産

業
構
造
が
近
い
全
国
の
類
似
団
体
と
比
較
し
ま

す
と
、
令
和
７
年
度
定
員
管
理
調
査
の
結
果
で

は
、
当
市
の
土
木
技
師
の
在
職
者
数
は
、
平
均

的
な
人
数
で
あ
り
、
一
定
程
度
充
足
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
築
技
師
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
１

名
の
欠
員
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
４
月

１
日
に
１
名
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
一
定
程
度
改
善
が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
土
木
技
師
・
建
築
技
師
と
も
に
年
齢

構
成
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
技
術
職
員

に
限
ら
ず
中
途
退
職
者
や
育
休
・
病
休
取
得
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
考

慮
し
た
職
員
採
用
・
職
員
配
置
を
進
め
て
い
く

必
要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

芋
限
ら
れ
た
経
営
資
源
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
人
材
育
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
卒
採
用
や
実
務
経
験
の
少
な

い
技
術
職
員
を
中
心
に
、
札
幌
市
に
あ
る
北
海

道
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
の
研
修
派
遣
や
、

ウ
ェ
ブ
研
修
な
ど
を
通
し
て
専
門
的
知
見
を
深

め
る
と
と
も
に
、
実
務
経
験
豊
富
な
職
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
現
場
経
験
を
積
む
こ
と
で

職
員
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

指
定
管
理
者
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

答
（
市
長
）
指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施
設

の
管
理
に
民
間
事
業
者
等
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
効
果
的
・
効
率
的
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
現
在
、
市
で
は
、
体

育
施
設
８
箇
所
、
保
健
施
設
２
箇
所
、
温
泉
施

設
１
箇
所
、
農
業
施
設
４
箇
所
、
観
光
施
設
２

箇
所
の
合
計
　
箇
所
で
導
入
し
て
い
ま
す
。
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導
入
効
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
体
育
施
設

で
あ
れ
ば
、
休
館
日
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

利
用
可
能
日
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
精
通
し
た
職
員
の
常
駐
に
よ
り
、
多
種
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
や
教
室
の
開
催
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
保
健
施
設
・
温
泉

施
設
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法

人
が
実
施
し
て
い
る
各
種
福
祉
事
業
と
市
の
保

健
事
業
が
一
体
的
に
提
供
可
能
と
な
る
な
ど
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
経
費
削
減
効
果
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
集
客
・

収
益
性
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
料
金

を
指
定
管
理
者
の
収
入
と
す
る
こ
と
で
、
自
主

事
業
の
展
開
な
ど
、
指
定
管
理
者
の
経
営
努
力

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
負
担
金
が
不
要

と
な
る
ほ
ど
、
採
算
性
の
高
い
施
設
は
存
在
し

な
い
た
め
、
市
の
財
政
負
担
は
一
定
程
度
必
要

な
の
が
現
状
で
あ
る
た
め
、
い
か
に
経
費
削
減

を
図
っ
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問
　
こ
れ
か
ら
は
人
口
減
少
に
伴
い
財
源
確
保

も
厳
し
く
な
る
の
で
、
温
泉
施
設
な
ど
を
民
間

に
払
い
下
げ
、
少
し
で
も
経
費
削
減
な
ど
の
考

え
は
な
い
の
か
。

答
（
副
市
長
）
い
つ
ま
で
市
が
抱
え
る
べ
き
な

の
か
ど
う
な
の
か
は
定
期
的
に
検
討
、
議
論
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
公
共
施
設
と
し
て
収
益
性
の
あ

る
施
設
と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

水
上
　
　
務
　
議
員 録画映像

技
術
職
員
の
確
保
に
関
す
る
件

問
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効

果
は

答
　
市
　
長

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
第
一

に
挙
げ
ら
れ
る

問
　
土
木
・
建
築
の
技
術
職
員
は

ど
の
く
ら
い
不
足
し
て
い
る

の
か

答
　
市
　
長

　
　
一
定
程
度
充
足
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る

指定管理者制度を導入しているせせらぎ温泉
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問
　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
大
野
地

区
の
せ
せ
ら
ぎ
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
上
磯
地
区
に
集
約
さ
れ

た
こ
と
に
伴
っ
て
の
今
後
の
市
の
事
業
予
定
を

伺
い
ま
し
た
が
、
現
状
で
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
関
し
て
の
検
討
状
況
と
利
用

対
象
者
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
中
核
機
関
と

し
て
、
北
斗
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
、
設

置
し
、
市
内
を
３
つ
の
地
区
に
分
け
、
支
援
の

実
施
に
必
要
な
専
門
職
で
あ
る
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
担
当
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
機
能
を
上
磯
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
種
間
の
連
携

や
地
区
間
の
情
報
共
有
等
が
円
滑
に
図
ら
れ
、

利
用
者
の
相
談
等
に
適
切
か
つ
効
率
的
に
対
応

可
能
な
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
対
象
者
の
状
況
は
、
高
齢
者
ご
本
人
や

ご
家
族
、
介
護
事
業
者
、
そ
の
他
関
係
者
等
か

ら
の
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
は
年
間
　
人
、
１
月
当
た
り
平
均
　
人

992

82

の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は

大
き
な
変
動
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
利
用
対
象
者
が
、
年
間
延

べ
７
千
　
人
、
１
月
当
た
り
平
均
　
人
で
、
や

986

666

や
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
本
業
務

は
地
域
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
の
委
託
が

可
能
な
の
で
、
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り

業
務
の
負
担
軽
減
を
図
り
つ
つ
、
適
切
な
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
検

討
状
況
は
、
現
在
の
利
用
対
象
者
の
状
況
等
を

踏
ま
え
、
現
時
点
で
は
、
現
行
体
制
に
よ
る
対

応
が
可
能
と
判
断
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
た
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展

や
、
地
域
に
お
け
る
支
援
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に

よ
り
、
現
行
体
制
で
の
対
応
が
困
難
と
判
断
さ

れ
る
場
合
に
は
、
新
た
な
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
も
含
め
、
対
応
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
本
市
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
、
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

引
き
続
き
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
件

問
　
市
長
の
市
政
執
行
方
針
で
は
、
令
和
７
年

度
よ
り
開
始
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
「
出
会
い

と
つ
な
が
り
創
出
事
業
」
は
、
安
心
感
の
あ
る

男
女
の
出
会
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
大
変
盛
況
で
、
今
後
も
男
女
の

出
会
い
を
後
押
し
す
る
施
策
を
継
続
と
あ
り
ま

す
。
　
ま
だ
始
め
て
２
年
目
で
す
が
、
成
果
と
官
民

連
携
の
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
で
は
、
少
子
化
と
人
口
減
少
社

会
へ
の
対
応
を
最
優
先
課
題
と
位
置
づ
け
、
そ

の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
官
民
連
携
に
よ
る

出
会
い
と
つ
な
が
り
創
出
事
業
を
昨
年
度
か
ら

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
官
に
よ
る
安
心
感
、
民
に
よ
る
企
画
力
、
そ

れ
ぞ
れ
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
初
年
度
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
盛
況
で
し
た
。

成
果
は
ま
だ
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
異
性
と
連
絡
先
を
交
換
し
た
」、

「
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
２
次
会
後
に
参
加

者
同
士
で
３
次
会
に
行
っ
た
」、「
異
性
と
良
い

出
会
い
が
あ
り
、
後
日
会
う
約
束
を
し
た
」
と

い
う
方
が
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
男
女
の
出
会
い
を
後
押
し
す
る
施

策
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
目
的
達
成
に
近
づ
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
官
民
連
携
の
状
況
に
関
し
て
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
地
域
団
体
、
観
光
協
会
や
市
役
所
が

実
行
委
員
会
を
作
り
、
目
的
達
成
の
た
め
、

様
々
な
連
携
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
度
は
、
役
員
会
も
含
め
る
と
、
計
　
回
の

14

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
実
行
委
員
会
で
は
、　
人
規
模
の

100

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
開
催
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
男
女
の
出
会
い
を
後
押
し
し
、
婚

姻
数
や
出
生
数
の
増
加
へ
と
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
そ
の
成
果
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

工
藤
　
秀
子
　
議
員 録画映像

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
件

問
　
現
状
で
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
検
討
状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
現
行
体
制
に
よ
る
対
応
が
可

能
と
判
断
し
て
お
り
、
新
た

な
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

男女の出会い交流イベントのようす
　　　　　　　　　「提供：市企画課」

問
　「
男
女
の
出
会
い
交
流
イ
ベ

ン
ト
」
の
成
果
は

答
　
市
　
長

　
　
成
果
は
ま
だ
見
ら
れ
て
い
な

い
が
、
目
的
達
成
に
近
づ
く

も
の
と
期
待
し
て
い
る



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

６ 北斗市　議会だより

問
　
茨
本
市
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
展
開
に

つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
及
び
進
捗
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

芋
地
域
展
開
を
進
め
る
上
で
の
課
題
と
し
て
、

指
導
者
の
確
保
、
受
け
皿
と
な
る
団
体
の
整
備
、

保
護
者
負
担
の
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
市
と
し
て
特
に
ど
の
点
を
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

鰯
地
域
展
開
を
進
め
る
た
め
に
、
関
係
団
体
と

の
連
携
や
体
制
整
備
な
ど
、
現
時
点
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

允
今
後
、
本
市
と
し
て
部
活
動
の
地
域
展
開
を

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
進
め
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
検
討
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
（
教
育
長
）
少
子
化
が
進
む
中
、
将
来
に
わ

た
り
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活
動
に
継

続
し
て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す

る
た
め
、
国
で
は
令
和
７
年
　
月
に
「
学
校
部

12

活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
、
北
海
道
に
お
い
て
も
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
の
っ
と
り
、「
北
海
道
部
活
動
の
地
域

展
開
に
関
す
る
推
進
計
画
」
を
令
和
８
年
３
月

に
改
定
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
　
年
度
の

13

６
カ
年
を
改
革
実
行
期
間
と
位
置
づ
け
、
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
　
年
度
ま
で
を
前
期
改
革
期

10

間
、
令
和
　
年
度
か
ら
令
和
　
年
度
ま
で
を
後

11

13

期
改
革
期
間
と
し
、
前
期
改
革
期
間
内
ま
で
に

休
日
の
地
域
展
開
等
に
着
手
す
る
こ
と
、
及
び

後
期
改
革
期
間
内
ま
で
に
、
す
べ
て
の
学
校
部

活
動
に
お
い
て
、
休
日
の
地
域
展
開
の
実
現
を

目
指
す
よ
う
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

茨
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
少
子
化
の
中

で
あ
っ
て
も
継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

活
動
に
親
し
め
る
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
具
体
的
な
地
域
展
開
の

構
築
に
向
け
、
基
礎
デ
ー
タ
の
精
査
を
進
め
て

い
る
段
階
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
北
海
道
が
昨
年
実
施
し
た
部

活
動
改
革
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
等
に

つ
い
て
の
意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
分
析
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
中
学

校
に
お
け
る
部
活
動
の
「
活
動
時
間
」「
活
動
日

数
」「
指
導
・
運
営
体
制
」
等
の
実
態
に
つ
い
て
、

精
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
よ
り
本
市
固
有
の
課
題
や
地
域
資
源
の
偏
在

を
可
視
化
し
、
持
続
可
能
な
受
け
皿
の
在
り
方

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

芋
こ
れ
ま
で
の
国
、
北
海
道
の
議
論
や
、
現
在

進
め
て
い
る
デ
ー
タ
分
析
か
ら
、
多
岐
に
わ
た

り
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ま
ず
地
域
展
開
を
進
め
る
上
で
は
、

各
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
統
括
す
る
運
営
主
体
、

個
別
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
際
に
行
う
実
施

主
体
の
体
制
整
備
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

鰯
こ
れ
ま
で
市
内
の
中
学
校
長
、
中
学
校
運
動

部
の
代
表
顧
問
、
及
び
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
事
務
局
を
交
え
た
意
見
交
換
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
意
見
交
換
で
は
、
地
域
移
行
、
地
域
展
開
の

趣
旨
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
抽

象
的
で
具
体
性
に
欠
け
て
い
る
こ
と
や
、
指
導

者
の
確
保
や
責
任
の
所
在
、
活
動
経
費
、
移
動

手
段
等
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
詳
細
な
考
え
方
や
方
針
が
国
や
北
海
道
か

ら
示
さ
れ
て
か
ら
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、
動
向
を
注
視
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
般
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
北
海
道
の

推
進
計
画
が
策
定
、
改
定
さ
れ
、
具
体
的
な
方

向
性
が
示
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
踏
ま
え
関
係

団
体
と
の
連
携
や
体
制
整
備
に
向
け
た
検
討
を

早
急
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

允
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
北
海
道
の
推
進
計
画

を
精
査
し
、
本
市
に
お
け
る
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
実
施
体
制
を
含
め
、
ま
ず
は
、
前

期
改
革
期
間
内
ま
で
に
、
協
議
会
の
設
置
や
推

進
計
画
の
策
定
等
の
体
制
整
備
、
方
針
策
定
に

取
り
組
み
、
本
市
に
適
し
た
持
続
可
能
な
休
日

の
地
域
展
開
に
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

問
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
に
つ
い
て
は
国
か
ら
も
示
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
的
支
援
の
活
用
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
向
性
で
進
め
る
か
を
検
討
し
、
各
種
団
体
、

保
護
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

伊
藤
　
洋
平
　
議
員 録画映像

部
活
動
の
地
域
展
開
に
関
す
る
件

問
　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

検
討
体
制
は

答
　
教
育
長

　
　
令
和
　
年
３
月
ま
で
に
、
協

11

議
会
の
設
置
や
推
進
計
画
の

策
定
等
の
体
制
整
備
、
方
針

策
定
に
取
り
組
む

大野中学校野球部の中体連の様子
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問
　
引
き
こ
も
り
と
は
、
厚
生
労
働
省
や
内
閣

府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
学
校
、
仕
事
、

家
庭
外
で
の
交
友
を
避
け
、
原
則
と
し
て
６
カ

月
以
上
家
庭
に
と
ど
ま
る
状
態
を
指
す
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
背
景
に
精
神
疾
患
や
発
達
障
害
が
あ

る
場
合
に
は
、
精
神
保
健
福
祉
・
医
療
の
支
援

対
象
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
元
々
は
不
登
校
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
幅
広

15

64

い
年
齢
層
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
内
閣
府
の
調
査
で
は
、　
歳
か
ら
　
歳
で
約

15

64

　
万
人
、　
人
に
１
人
が
引
き
こ
も
り
状
態
に

146

50

あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
昨
今
は
、　
代
の
親
が
　
代
の
子
ど
も

80

50

の
生
活
を
支
え
る
８
０
５
０
問
題
と
呼
ば
れ
る

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
引
き
こ
も
り
に
な
る
原
因
は
、
い
じ
め
、
学

校
で
の
孤
立
、
受
験
、
学
業
、
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
就
活
、
職
場
に
な
じ
め
な
い
、
退
職
、

介
護
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
背
景
が
違
い
、

引
き
こ
も
り
は
い
つ
、
ど
こ
で
誰
が
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
現
象
で
す
。

　
引
き
こ
も
り
は
、
社
会
的
参
加
を
避
け
、
家

庭
に
長
期
間
と
ど
ま
る
状
態
で
あ
り
、
支
援
の

必
要
性
や
精
神
疾
患
の
有
無
に
よ
っ
て
支
援
対

象
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
本
人
や
家
族
の
生
活
、
そ
し
て
精
神
的
負
担

が
大
き
い
場
合
に
、
行
政
や
医
療
の
支
援
が
す

ぐ
届
く
環
境
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
北
斗

市
の
引
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

茨
北
斗
市
に
お
け
る
引
き
こ
も
り
の
現
状
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
支
援
の
現
状
（
相
談
窓
口
、
支
援
団
体
等
と

の
連
携
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
引
き
こ
も
り
問
題
に
対
す
る
市
長
の
考
え
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
引
き
こ
も
り
状
態
に
至
る
要
因
は

様
々
で
、
本
人
や
ご
家
族
が
周
囲
に
知
ら
れ
る

こ
と
を
避
け
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
数
あ
る
な
ど
、

外
部
か
ら
の
状
況
把
握
が
非
常
に
難
し
い
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

茨
本
市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

引
き
こ
も
り
状
態
に
関
す
る
相
談
は
、
令
和
６

年
度
は
　
件
、
昨
年
度
は
　
件
あ
り
ま
す
。

15
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芋
主
に
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
を
委
託

す
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談
窓
口
や
、
市
の

精
神
保
健
分
野
を
所
管
す
る
保
健
福
祉
課
で
対

応
し
、
渡
島
保
健
所
、
高
齢
者
の
相
談
支
援
機

関
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
福

祉
分
野
の
相
談
支
援
機
関
、
函
館
市
に
あ
り
ま

す
「
道
南
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会
 あ
さ
が

お
」
な
ど
の
支
援
機
関
と
情
報
共
有
し
、
連
携

を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
引
き
こ
も
り
状
態
に
加
え
、
他
の
要

因
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、
重
層
的
支
援
体
制

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
事
者
自
身
が
支
援
に
消
極
的
な
場
合
、
時

間
を
か
け
て
支
援
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
や
ご
家
族
の
方
の
相
談
機
会
や
居
場

所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
、
毎
月
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
サ
ロ
ン
に
お
い
て
は
、

「
道
南
ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会
 あ
さ
が
お
」

に
よ
る
相
談
会
も
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
年
３
月
に
札
幌

市
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、「
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
を
地
域
で
支
え
る
」
と
題
し
た
福
祉
講
座

を
開
催
し
、
民
生
委
員
や
町
内
会
関
係
の
方
々
、

引
き
こ
も
り
当
事
者
の
ご
家
族
の
方
々
な
ど
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
当
事
者
が
孤
独
、
孤
立

を
深
め
な
い
よ
う
、
地
域
に
向
け
た
周
知
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

鰯
引
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
は
、
地
域
や

社
会
と
の
関
係
性
が
希
薄
で
あ
り
、
対
人
関
係

の
不
安
や
自
己
表
現
の
困
難
さ
と
い
っ
た
特
性
、

将
来
へ
の
不
安
感
、
自
己
喪
失
感
や
自
己
否
定

感
を
抱
い
て
い
る
場
合
も
多
く
、
加
え
て
、
精

神
疾
患
や
発
達
障
害
な
ど
を
抱
え
て
い
る
方
も

少
な
く
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
こ
も
り
の
状
態
は
、
家
庭
生
活
に
お
け

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
あ
ら
か
じ
め
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
こ
と
か
ら
、
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
ま
ず
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
に
相
談
で

き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
引
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

先
な
ど
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
、

社
協
だ
よ
り
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
り
、
一
層
の

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

日
笠
　
朝
子
　
議
員 録画映像

北
斗
市
の
引
き
こ
も
り
の
実
態
と
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
引
き
こ
も
り
問
題
に
対
す
る

市
長
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ

と
を
一
層
周
知
し
て
い
く

「ひきこもり当事者を地域で支える」をテーマ
として開催した福祉講座

「提供：北斗市社会福祉協議会」



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

８ 北斗市　議会だより

問
　
商
工
事
業
者
の
設
備
の
更
新
・
導
入
は
事

業
を
経
営
・
継
続
し
て
い
く
上
で
非
常
に
大
き

な
判
断
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
商
工
業
者
の
自
主
廃
業
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
廃
業
理
由
は
需
要
の
減
少
や
高
齢
化
、
後
継

者
問
題
な
ど
、
様
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市

内
の
事
業
者
の
設
備
投
資
な
ど
へ
の
意
欲
を
高

め
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
支
援
も
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
市
は
、
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す

る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
経
済

の
発
展
及
び
市
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
　
年
に
制
定
し
た
、

27

北
斗
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
き
制

度
融
資
に
係
る
利
子
補
給
を
は
じ
め
、
企
業
立

地
や
雇
用
に
対
す
る
支
援
、
新
商
品
開
発
や
販

路
拡
大
へ
の
補
助
な
ど
、
市
内
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
強
化
や
事
業
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た

各
種
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
既
存
事
業
者
に
お
け
る
、
設
備
の
更
新
や
導

入
に
つ
い
て
は
、
設
備
投
資
は
事
業
継
続
や
生

産
性
向
上
に
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
は

市
と
し
て
も
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
国

に
お
い
て
も
、
小
規
模
事
業
者
が
経
営
計
画
に

基
づ
い
て
行
う
、
販
路
拡
大
や
生
産
性
向
上
の

た
め
の
設
備
投
資
を
支
援
す
る
「
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
」
や
、
業
務
効
率
化
に
向
け

た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
た
め
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
導

入
補
助
金
」
な
ど
、
活
用
で
き
る
制
度
が
多
数

用
意
さ
れ
て
お
り
、
商
工
会
を
通
じ
て
の
申
請

支
援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
市
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
国
の
制
度
を
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
商
工

会
と
連
携
し
な
が
ら
制
度
周
知
や
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
は
、
国
や
道
の
支
援
制
度
の
動
向
を
踏

ま
え
つ
つ
、
市
内
事
業
者
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
、
商
工
会
に
寄
せ
ら
れ
た
事
業
者
の
声
を

丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
本
市
と
し
て
適
切
な
支

援
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

求
人
活
動
の
支
援
策
に
関
す
る
件

問
　
市
で
は
、
北
斗
市
求
人
情
報
掲
載
費
用
等

助
成
事
業
補
助
金
を
実
施
し
て
、
市
内
の
事
業

所
の
支
援
・
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
補
助
金
は
、
全
国
求
人
情
報
協

会
に
加
盟
し
て
い
る
媒
体
を
使
っ
た
場
合
の
求

人
活
動
が
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
対
象
媒
体
を
拡
大
す
る
考
え
が
あ
る
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
北
斗
市
求
人
情
報
掲
載
費
用
等
助

成
事
業
補
助
金
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
内

事
業
者
の
人
材
確
保
に
お
い
て
も
、
求
人
広
告

媒
体
の
活
用
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
、
か

つ
効
果
的
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
採
用
活
動

の
負
担
軽
減
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
対
象
媒
体
を
全
国
求
人
情
報
協
会
へ

加
盟
し
て
い
る
媒
体
に
限
定
し
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
掲
載
内
容
の
適
正
性
や
情
報
の
信

頼
性
が
一
定
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
補
助
金
事
務
の
管
理
面
に
お
い
て
も
、
確

認
が
簡
素
化
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
最
低
限
の

要
件
と
し
て
設
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
近
年
は
求
人
媒
体
の
多
様
化
が
進
み
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、
企

業
の
採
用
活
動
に
変
化
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、

い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト
等
の
違
法
・
有
害
求
人
な

ど
も
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
対
象
媒
体
の
拡

大
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
安
全
性
と
信
頼
性
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
整
理
し
な
い
ま

ま
拡
大
す
る
こ
と
は
、
制
度
の
公
平
性
や
透
明

性
を
損
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
対
象
媒
体
の
拡
大
を
検
討
す

る
に
当
た
り
、
企
業
に
お
け
る
採
用
活
動
の
変

化
や
他
自
治
体
の
運
用
状
況
を
考
慮
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
動
画
、
ウ
ェ
ブ
広
告
な
ど
、
多
様
化
す
る

広
告
媒
体
に
つ
い
て
、
安
全
性
の
検
証
な
ど
情

報
収
集
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

栃
木
　
正
則
　
議
員 録画映像

市
内
商
工
業
の
活
性
化
に
関
す
る
件

問
　
商
工
事
業
者
に
対
す
る
設
備

投
資
等
に
対
す
る
支
援
は

答
　
市
　
長

　
　
国
や
道
の
支
援
制
度
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
者
の

声
を
伺
い
な
が
ら
適
切
な
支

援
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い

多様化する求人媒体の一例

問
　
求
人
情
報
掲
載
費
用
等
助
成

事
業
に
つ
い
て
、
対
象
媒
体

を
拡
充
す
る
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
多
様
化
す
る
広
告
媒
体
の
安

全
性
の
検
証
な
ど
情
報
収
集

が
必
要
と
考
え
て
い
る
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９北斗市　議会だより

問
　
本
市
の
農
業
生
産
に
関
わ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
お
聞
き
し
ま
す
。

茨
米
価
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
価
格
高
騰
に
よ

り
政
府
備
蓄
米
の
放
出
、
混
乱
が
続
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
本
年
は
米
余
り
、
価
格
下
落
も
憂
慮

し
て
お
り
、
生
産
者
、
流
通
業
者
、
消
費
者
三

方
が
納
得
の
い
く
市
場
価
格
が
形
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
の
生
産
者
米
価
が
大
幅
に
下
落

し
た
場
合
、
ま
ず
は
国
が
対
処
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
も
そ
の
準
備
を

し
て
お
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

芋
灌
漑
用
水
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大
野
ダ
ム

と
上
磯
ダ
ム
を
接
続
す
る
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
工
事
の
進
捗
状
況
と
、
本
年
、
用
水
不

足
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
茨
本
市
の
生
産
者
に
お
い
て
は
、

水
稲
を
基
幹
作
物
と
し
な
が
ら
も
、
米
と
多
様

な
野
菜
や
花
き
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経

営
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
業
経
営
に

お
け
る
リ
ス
ク
分
散
や
所
得
の
安
定
化
が
図
ら

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
米
価
格
に
つ
い
て
は
、
国
の
需
給
調
整
や
経

営
安
定
対
策
に
よ
り
、
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
、
北
海
道
、
新
函
館

農
業
協
同
組
合
な
ど
関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
９
年
度
以
降

の
水
田
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
現
在
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
農
業
資
材
価
格
の
高

騰
対
策
な
ど
、
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
、

直
播
栽
培
や
密
苗
栽
培
な
ど
、
育
苗
・
移
植
作

業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
図
る
技
術
導
入
に
対

し
、
北
斗
市
農
業
機
械
等
導
入
支
援
事
業
補
助

金
の
活
用
を
促
し
、
労
働
時
間
と
資
材
の
削
減

を
図
り
、
米
価
下
落
時
に
も
対
応
可
能
な
経
営

体
質
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
米
価
や
農
業
情
勢
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
農
業
の
安
定
的
な
経
営
に
向
け
た
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

芋
大
野
ダ
ム
と
上
磯
ダ
ム
に
関
連
す
る
整
備
に

つ
い
て
は
、
国
の
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
北

斗
用
水
地
区
と
し
て
、
令
和
７
年
度
に
事
業
着

手
地
区
と
し
て
採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
８
年
度
に
つ
い
て
は
、
野
崎
幹
線
用
水

路
工
事
の
ほ
か
、
流
域
変
更
水
路
や
大
工
川
幹

線
用
水
路
等
の
測
量
・
設
計
業
務
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
上
磯
ダ
ム
の
用
水
量
不
足
解
消
に
向

け
、
流
域
変
更
水
路
の
測
量
設
計
を
優
先
的
に

進
め
る
方
針
と
伺
っ
て
お
り
、
本
事
業
に
よ
る

施
設
更
新
や
流
域
変
更
水
路
整
備
に
よ
っ
て
、

将
来
的
な
用
水
不
足
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
の
用
水
状
況
に
つ
い
て
は
、
雪

解
け
が
早
か
っ
た
影
響
に
よ
り
、
山
間
部
か
ら

ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
例
年
よ
り
少
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
降
雨
量
に
つ
い
て
も
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
降

雨
状
況
な
ど
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
貯
水
量
や

取
水
状
況
の
把
握
、
必
要
に
応
じ
た
節
水
調
整

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
農
業
生

産
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
安
定
し
た
農
業

用
水
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

当
市
が
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
に
関
す
る
件

問
　
当
市
が
管
理
し
て
い
る
街
路
灯
（
本
町
、

ポ
ー
ル
番
号
Ｏ
Ｓ
―
０
２
１
）に
つ
い
て
、
お
聞

き
し
ま
す
。

茨
破
損
の
日
時
と
原
因
に
つ
い
て
。

芋
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
修
理
も
し
く
は
交
換
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

答
（
市
長
）
当
該
街
路
灯
は
、
本
町
２
丁
目
地

内
、
道
道
大
野
上
磯
線
の
歩
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
、
当
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
で
す
。

茨
破
損
の
日
時
と
原
因
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
７
月
　
日
、
午
後
　
時
頃
に
走
行
中
の
乗
用

20

10

車
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
ミ
ス
に
よ
り
、
当
該
街
路

灯
に
接
触
し
、
破
損
し
た
も
の
で
す
。

芋
こ
れ
ま
で
修
理
も
し
く
は
交
換
が
で
き
な
か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
街
路
灯
の
製
作
に
約

３
カ
月
を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、
冬
期
の
施
工

を
避
け
た
工
程
調
整
及
び
資
材
の
塗
装
等
に
時

間
を
要
し
た
た
め
で
、
６
月
　
日
、　
日
に
修

15

16

繕
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
川
　
　
勇
　
議
員 録画映像

北
斗
市
の
農
業
に
関
す
る
件

問
　
生
産
者
米
価
が
大
幅
に
下
落

し
た
場
合
の
市
の
対
応
は

答
　
市
　
長

　
　
国
の
需
給
調
整
な
ど
に
よ
り

対
応
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
市

と
し
て
も
関
係
機
関
と
情
報

共
有
し
、
動
向
を
注
視
す
る

灌漑用水にも利用されて
いる上磯ダム

問
　
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
修
理
、
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
の
か

答
　
市
　
長

　
　
冬
期
の
施
工
を
避
け
た
工
程

調
整
及
び
資
材
の
塗
装
等
に

時
間
を
要
し
た



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

１０ 北斗市　議会だより

問
　
今
年
度
よ
り
、
小
学
校
給
食
費
無
償
化
が

国
の
制
度
と
し
て
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
科
省
は
、「
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
て
、

公
立
小
学
校
の
児
童
の
学
校
給
食
に
必
要
な
食

材
費
に
つ
い
て
、
国
が
地
方
自
治
体
を
支
援
す

る
取
組
」
と
、
制
度
の
趣
旨
を
述
べ
て
お
り
、

「
非
喫
食
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
学
校
設

置
者
の
判
断
に
委
ね
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

本
市
の
対
応
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
教
育
長
）
５
月
　
日
付
の
北
海
道
か
ら
の

21

事
務
連
絡
で
は
、
非
喫
食
者
に
対
す
る
給
付
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、「
重
度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
」、

「
不
登
校
」
な
ど
を
非
喫
食
者
の
対
象
と
す
る

こ
と
と
そ
の
対
応
例
と
し
て
、「
食
材
費
相
当

の
金
銭
、
ま
た
は
現
物
給
付
」
な
ど
が
示
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
本
市
に
お
け
る
非
喫
食

者
に
対
す
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止
に
関
す
る
件

問
　
市
は
、
老
人
医
療
費
助
成
制
度
の
今
年
度

で
の
廃
止
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
が
、
本
制

度
を
実
施
し
て
き
た
役
割
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
制
度
を
利
用
さ
れ
た
高
齢
者
の
医

療
費
負
担
の
軽
減
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
市
民
が
健
康
で
自
立
し
た

生
活
を
長
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
業

の
選
択
と
集
中
の
観
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
新

た
に
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
会
議
を
開
催
し
、

高
齢
者
施
策
全
体
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
制
度
に
つ
い
て
も
、
一
定
の

役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
認
識
す
る
一
方

で
、
制
度
創
設
時
と
現
在
の
状
況
変
化
な
ど
を

踏
ま
え
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
会
議
に
諮
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
社
会
参

加
や
外
出
機
会
の
増
加
な
ど
に
重
点
を
置
い
た

取
り
組
み
を
推
進
し
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延

伸
を
図
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
適
正
化
と
市
民

の
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　
入
浴
券
の
ほ
か
に
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な

ど
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
範
囲
を
広
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
な
ど
も
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
の
は
い
い
と
思
い
ま

す
が
、 問
題
は
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
、
活

用
し
や
す
い
も
の
に
な
る
必
要
が
あ
る
か
な
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
検
討
会
議
の
所
属
団
体

の
方
た
ち
、
も
し
く
は
地
域
で
把
握
し
て
い
る

状
況
な
ど
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う

な
形
の
使
い
道
が
効
果
的
に
な
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
集
約
し
て
い
る
段
階
で
、
そ
う
い
っ
た

御
意
見
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、 効
果
的
に
広
く

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

湯
の
沢
水
辺
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
砂
流
入
に
関
す
る
件

問
　
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
工
事
が
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
湯
の
沢
水
辺
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
へ

の
土
砂
流
入
が
こ
れ
ま
で
３
回
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
土
砂
流
入
防
止
対
策
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
こ
れ
ま
で
の
土
砂
流
入
事
案
を
受

け
、
事
業
者
に
お
い
て
は
、
湯
の
沢
水
辺
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
内
の
水
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
、
林
地

開
発
区
域
に
つ
な
が
る
作
業
道
の
排
水
整
備
、

林
地
開
発
区
域
周
辺
の
法
定
外
水
路
に
お
け
る
、

ふ
と
ん
籠
や
大
型
土
の
う
の
設
置
な
ど
、
応
急

的
な
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
林
地
開
発
許
可
権
者
で
あ
る
本
市
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
恒
久
的
な
土
砂
流
出
防
止
対
策
が

完
了
し
な
い
限
り
、
林
地
開
発
の
完
了
は
認
め

な
い
と
い
う
姿
勢
で
、
事
業
者
へ
の
指
導
を
継

続
し
て
ま
い
り
た
い
。

前
田
　
　
治
　
議
員 録画映像

小
学
校
給
食
費
無
償
化
に
関
す
る
件

問
　
非
喫
食
者
に
つ
い
て
、
市
の

対
応
は

答
　
教
育
長

　
　
現
在
、
支
援
策
を
検
討
し
て

い
る

問
　
老
人
医
療
費
助
成
制
度
実
施

の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か

答
　
市
　
長

　
　
高
齢
者
の
医
療
負
担
軽
減
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た

問
　
土
砂
流
入
防
止
対
策
の
実
施

状
況
は

答
　
市
　
長

　
　
ふ
と
ん
籠
や
大
型
土
の
う
設

置
な
ど
、
応
急
的
な
対
策
を

実
施
し
て
い
る

大型土のうによる土砂流入防止対策のようす
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１１北斗市　議会だより

問
　
令
和
８
年
３
月
に
第
２
期
北
斗
市
地
域
公

共
交
通
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
斗
市
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
公
共

交
通
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
高
齢

化
に
伴
う
身
近
な
移
動
手
段
確
保
の
必
要
性
な

ど
、
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
公
共
交
通
網
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
こ
の
計
画
の
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

茨
鉄
道
・
バ
ス
の
公
共
交
通
対
策
と
し
て
事
業

者
及
び
利
用
者
に
対
し
、
令
和
４
年
度
か
ら
６

年
度
に
支
出
し
た
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
経
営

安
定
化
事
業
補
助
金
、
バ
ス
生
活
路
線
維
持
費

補
助
金
、
新
函
館
北
斗
駅
・
上
磯
線
バ
ス
運
行

事
業
補
助
金
、
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金
の

金
額
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

芋
市
が
、
令
和
３
年
　
月
か
ら
運
行
し
て
い
る

10

巡
回
ワ
ゴ
ン
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
対
し
、
令

和
４
年
度
か
ら
６
年
度
に
支
出
し
た
補
助
金
の

金
額
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鰯
第
２
期
計
画
期
間
以
降
の
想
定
さ
れ
る
課
題

と
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
対
応
案
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
（
市
長
）
茨
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
経
営
安
定

化
事
業
補
助
金
は
、
令
和
４
年
度
が
２
千
　
万
543

１
千
　
円
、
令
和
５
年
度
が
２
千
　
万
５
千
　

734

240

274

円
、
令
和
６
年
度
が
２
千
　
万
８
千
　
円
、
バ

340

429

ス
生
活
路
線
維
持
費
補
助
金
は
、
令
和
４
年
度

が
　
万
７
千
円
、
令
和
５
年
度
が
　
万
３
千
円
、

183

361

令
和
６
年
度
が
　
万
３
千
円
、
新
函
館
北
斗

298

駅
・
上
磯
線
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金
は
、
令
和

４
年
度
、
５
年
度
、
６
年
度
、
す
べ
て
１
千
　300

万
円
、
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金
は
、
令
和

４
年
度
が
　
万
２
千
　
円
、
令
和
５
年
度
が
　

602

560

735

万
　
円
、
令
和
６
年
度
が
　
万
５
千
　
円
で
す
。

500

768

290

芋
令
和
４
年
度
が
　
万
６
千
　
円
、
令
和
５
年

471

198

度
が
　
万
４
千
　
円
、
令
和
６
年
度
が
　
万
７

718

59

715

千
　
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

852
鰯
第
２
期
計
画
は
、
２
０
３
０
年
度
末
ま
で
の

計
画
期
間
で
す
が
、
そ
れ
以
降
に
想
定
さ
れ
る

課
題
と
し
て
は
、
２
０
４
０
年
問
題
と
い
う
社

会
課
題
に
も
表
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
生
産
年

齢
人
口
の
急
減
に
よ
る
さ
ら
な
る
労
働
力
不
足

が
あ
げ
ら
れ
、
公
共
交
通
分
野
で
も
運
転
手
不

足
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
路
線
を
維
持
す

る
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
　
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
は
、
現
在
の
第
２
次
経

営
計
画
期
間
が
２
０
３
０
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
後
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
担

保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
に
加
え
、
そ
の

よ
う
な
中
、
製
造
後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
車

40

両
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
か
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
重
要
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
対
応
案
と
し
て
は
、

バ
ス
本
数
が
少
な
い
な
ど
、
公
共
交
通
環
境
が

希
薄
な
地
域
、
い
わ
ゆ
る
交
通
空
白
地
へ
の
対

応
は
、
現
在
、
巡
回
ワ
ゴ
ン
や
タ
ク
シ
ー
が

担
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
や
自
動
運
転
バ
ス
の
導
入
な
ど
を
検
討

す
る
場
面
が
や
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、

利
用
者
の
減
少
や
市
の
財
政
負
担
等
も
考
慮
す

る
と
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
や
、

交
通
に
関
す
る
各
種
補
助
金
な
ど
の
選
択
と
集

中
を
検
討
す
る
場
面
も
や
っ
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
運
賃
改
定
、
保
有
車
両
の
削
減
、
運
行
本

数
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
で
赤
字
縮
小
を
図

っ
て
き
た
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
で
す
が
、
第
２

次
経
営
計
画
に
お
い
て
も
更
な
る
収
支
改
善
の

取
り
組
み
と
沿
線
自
治
体
の
支
援
を
前
提
と
し

た
経
営
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
更
新
費
も
含
め
た
負
担
割
合
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
（
副
市
長
）
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
の
第
２
次

経
営
計
画
期
間
に
入
る
に
当
た
り
、
赤
字
の
負

担
割
合
に
つ
い
て
再
協
議
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
市
と
し
て
は
第
１
次
計
画
の
負
担
割

合
（
北
海
道
８
割
、
沿
線
自
治
体
２
割
）
の
ま

ま
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
１
両
６
億
円
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
８
両
必
要
な
た
め
　
億
円

48

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
ど
う
負
担
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
沿
線
地
域
協
議
会
の
事
務
局
で
あ
る

北
海
道
及
び
運
行
す
る
い
さ
り
び
鉄
道
側
か
ら

提
案
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
議
員
の
皆
様
と

相
談
し
な
が
ら
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。

玉
森
　
大
樹
　
議
員 録画映像

第
２
期
北
斗
市
地
域
公
共
交
通
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

問
　
い
さ
り
び
鉄
道
の
車
両
更
新

費
も
含
め
た
今
後
の
負
担
は

答
　
副
市
長

　
　
８
両
　
億
円
で
す
が
具
体
的

48

な
負
担
割
合
等
は
示
さ
れ
て

い
な
い

更新が計画されている車両「Ｈ100形」
　　　　　　　　　　　「提供：ＪＲ北海道」



揮 机寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄一　般　質　問

１２ 北斗市　議会だより

問
　
火
災
発
生
か
ら
消
火
に
至
る
経
緯
と
、
今

後
の
施
設
復
旧
に
関
し
、
現
時
点
で
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

茨
当
市
の
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
処
理
し
て
い
る
の
か
。

芋
当
市
の
ご
み
も
他
の
自
治
体
の
焼
却
施
設
に

持
ち
込
み
、
処
理
を
お
願
い
し
て
い
く
の
か
。

鰯
こ
の
た
び
の
火
災
に
よ
り
、
１
市
９
町
の
可

燃
ご
み
が
長
期
に
わ
た
り
焼
却
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
、
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
る
た
め
に
も
リ
ス

ク
分
散
の
考
え
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
当
市
も
連
合
で
は
な
く
、
当
市
単
独
で
焼
却

施
設
を
持
つ
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
４
月
　
日
の
火
災
発
生
時
刻
は
、

29

午
前
５
時
　
分
頃
の
出
火
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

25

初
期
消
火
中
に
爆
発
、
爆
風
が
発
生
し
、
消
防

に
通
報
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
爆
風
に
よ
り
、
管
理
棟
４
階
の
ピ
ッ
ト

見
学
窓
が
破
損
し
、
施
設
全
体
の
電
源
も
喪
失

し
ま
し
た
。

　
午
後
１
時
　
分
頃
、
４
階
窓
ガ
ラ
ス
を
破
壊

20

し
、
高
所
放
水
車
に
よ
る
本
格
的
な
放
水
活
動

が
開
始
さ
れ
、
昼
夜
を
通
じ
て
継
続
的
に
放
水

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
、
消
防
に
よ
り
鎮
圧
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
白
煙
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
泡

消
火
剤
を
投
入
し
た
窒
息
消
火
に
切
り
替
え
、

発
生
か
ら
６
日
目
の
５
月
４
日
、
消
防
に
よ
り

鎮
火
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
は
、
当
面
の
間
、
施
設
の
再
稼
働

は
困
難
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

茨
家
庭
系
、
事
業
系
と
も
、
収
集
運
搬
に
お
い

て
支
障
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、
旧
館
野
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
、
仮
置
き
を
し
て
い

ま
す
。

芋
仮
置
き
量
も
有
限
の
た
め
、
今
後
は
他
の
自

治
体
に
受
け
入
れ
要
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鰯
今
回
の
火
災
を
受
け
、
リ
ス
ク
分
散
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
考
え
方
に
一
定
の
理
解

は
で
き
る
も
の
の
、
人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
、

一
層
の
広
域
化
・
集
約
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
施
設
整
備
に
係
る
国
及
び
北
海
道
の
方
針

を
鑑
み
ま
す
と
、
当
市
だ
け
で
判
断
で
き
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上
磯
駅
前
地
区
の

　
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
閉
店
に
関
す
る
件

問
　
駅
前
地
区
で
営
業
を
続
け
て
い
た
「
ス
ー

パ
ー
と
う
か
い
」
が
昨
年
末
を
も
っ
て
営
業
を

停
止
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
が
多
い
地
域
の
た

め
、
普
段
の
買
い
物
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
、

多
数
の
市
民
か
ら
「
何
と
か
再
開
し
て
も
ら
え

な
い
か
？
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
民
間
の
話
で
す
か
ら
、
行
政
が
で
き
る
こ
と

に
限
り
が
あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
他
自
治
体
で
の「
公
設
民
営
」に
よ
る
ス
ー

パ
ー
の
開
設
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
本
市
で
は
、
商
工
会
と
と
も
に
店

舗
を
訪
問
し
、
ス
ー
パ
ー
経
営
者
に
、
そ
の
状

況
等
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
時
点
で
は
事
業
継
続
の
意
向
を
伺
っ
て

い
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
、
令
和
７
年
末
に

店
舗
が
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
設
民
営
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
事
例
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

継
続
的
な
運
営
主
体
の
確
保
や
採
算
性
、
財
政

負
担
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
を
中
心

に
、
影
響
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
、
店
舗
の
営
業
継
続
や
再
開

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
民
間
事
業
者
の
経
営

判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
が
直
接
関
与

で
き
る
範
囲
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
の
連
携
に

よ
る
高
齢
者
支
援
な
ど
、
市
と
し
て
対
応
可
能

な
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

北
斗
市
の
ご
み
袋
に
関
す
る
件

新
関
　
一
夫
　
議
員 録画映像

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
火
災
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
状
況
に
関
す
る
件

問
　
当
市
単
独
で
焼
却
施
設
を
持

つ
べ
き
と
考
え
る
が

答
　
市
　
長

　
　
当
市
だ
け
で
判
断
で
き
な
い

問
　
公
設
民
営
ス
ー
パ
ー
の
開
設

に
つ
い
て
市
の
考
え
は

答
　
市
　
長

　
　
市
が
直
接
関
与
で
き
る
範
囲

に
は
限
界
が
あ
る
と
認
識 クリーンおしまに搬入され、

梱包された可燃ごみ　　　

問
　
当
市
の
可
燃
ご
み
袋
が
品
薄

に
な
っ
て
い
る
原
因
は

答
　
市
　
長

　
　
ナ
フ
サ
不
足
に
伴
う
商
品
取

り
扱
い
中
止
等
の
報
道
で
例

年
を
上
回
る
需
要
が
生
じ
た



１３北斗市　議会だより

＝5月18日開催＝　
所管事務調査　『空家等対策に関する調査』
　担当課長より、空家等対策の概要、実態把握の状況、所有者に対する助言・
指導等の対応などの説明を受け、質疑応答を行いました。

Ｑ　状況が改善されない空家の所有者への文書による指導はどのくらいの頻度で行っているか。
Ａ　年に1回、春から夏の前に所有者へ文書通知をしています。
　　また、文書だけではなく、草刈りなどの動きがないところについては直接所有者に連絡をとって管理
をお願いしているほか、壊れている建物を直すように指導を随時行っています。
Ｑ　特定空家や管理不全空家の所有者が相続放棄をしている場合、市はどのような対応ができるのか。
Ａ　市では、相続放棄されている物件を全て把握しています。
　　今年度、活用できそうな特定空家について相続財産清算制度を用い、弁護士と協力して売却をするよ
う手続をすすめています。

第2回定例会中の審査　＝6月4日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（1件）、財産の取得（1件）の審査を行いました。

◆ 北斗市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について　　　  ＝原案可決とすべきものと決定＝
　出入国管理及び難民認定法等の一部を改正する法律の施行により、マイナンバーカードと在留カード等
が一体化されることに伴い、所要の改正を行うものです。
Ｑ　マイナンバーカードにより印鑑登録証明書の発行が可能なのか。
Ａ　マイナンバーカードを利用してコンビニや市役所の窓口で発行できます。

◆ 財産の取得について 　　　　   ＝原案可決とすべきものと決定＝
　プラスチック・ペットボトル圧縮梱包機について、議会の議決を経
て契約締結を行おうとするものです。
Ｑ　圧縮梱包機導入によって、これまでのリサイクル方法や内容が変
わるのか。
Ａ　リサイクルの内容や手法については同じです。
Ｑ　圧縮梱包機取得後の設置場所は。
Ａ　館野にある資源運搬施設内の現在の機種を撤去し、新しい機種を
置くことになります。

総　務
常任委員会

総　務
常任委員会

委員会活動をお知らせしま委員会活動をお知らせしますす

新しく導入される圧縮梱包機

議会の模様がインターネットでご覧いただけます。
○　北斗市議会ホームページの「議会映像」→「市議会インターネット中継」をクリックすると、
　　視聴方法の選択画面（「ライブ中継を見る」・「録画映像を見る」）に進みます。

　　　http://www.city.hokuto.hokkaido.jp/docs/1987.html

○　市役所や総合分庁舎などでも、議会中継の模様が設置モニターでご覧になれます。
　 【ご覧いただける場所】・市役所本庁舎・総合分庁舎・市役所七重浜支所、茂辺地支所

北斗市議会 検 索



１４ 北斗市　議会だより

＝5月19日開催＝　
所管事務調査　『高齢者サービスに関する調査』
　担当課長より、ふれあい入浴券、運転免許証自主返納タクシー利用助成、老
人医療費、高齢者サービス検討会議などの説明を受け、質疑応答を行いました。
Ｑ　入浴券を使用せず返還している利用者が令和7年度は72人いましたが、こ
れはどういう理由での返還か。
Ａ　デイサービスに通っているから公衆浴場に行かない等の理由で返還されて
います。

Ｑ　ふれあい入浴券の浴場ごとの使用割合は。
Ａ　令和6年度の割合は、せせらぎ温泉が全体の約38％、しんわの湯
が約36％、茂辺地公衆浴場が約3％、現在は閉鎖していますが、七
重浜の湯が約23％です。

Ｑ　運転免許証を自主返納した人数と年齢は。
Ａ　令和6年度に自主返納した107名のうち、70代が62名で約6割、
80代が40名で4割弱、90代が5名で、70代後半から80代前半が比較
的多いです。
Ｑ　老人医療費助成制度廃止後、どのような新しい制度を考えている
か。
Ａ　病院にかからず、健康的な生活を維持できるような新しい施策を展開したいと考えています。
Ｑ　高齢者サービス検討会議の人選はどのように決まったのか。
Ａ　民生委員児童委員連合会から会長1名、副会長3名。町会連合会から会長1名、副会長2名。福祉部会長
1名の選任をお願いし、市内それぞれの地域の意見を伺えるようにしました。

＝5月13日開催＝　
所管事務調査　『漁業における担い手に関する調査』
　担当課長より、本市の主な水揚げ状況、組合員数、担い手への支援制度など
の説明を受けた後、上磯郡漁協上磯支所にて漁業者との意見交換を行い、その
後、質疑応答を行いました。
Ｑ　令和7年度の担い手への支援制度の実
績は。
Ａ　新規就業後の実際の操業環境や支援
ニーズが当初の想定と異なったことから
本事業の活用に至りませんでした。
　　令和8年度については、現場ニーズに
即した支援内容の拡充をはかり、若手漁
業者を後押ししています。

第２回定例会中の審査　＝6月4日開催＝
　定例会で付託された、条例の一部改正（1件）の審査を行いました。

◆ 北斗市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について
   ＝原案可決とすべきものと決定＝

　北斗市流域関連公共下水道事業計画における北斗市下水道処理区域の拡大及び計画人口の見直しに伴い、
所要の改正を行うものです。
Ｑ　1日当たりの計画給水量はどの程度増える見込みか。
Ａ　追分IC産業団地を含めた北斗第8処理区は、1日当たりの平均で、現在の643トンから今後は25トン増
え、668トンになる見込みです。

産業建設
常任委員会

産業建設
常任委員会

文教厚生
常任委員会

文教厚生
常任委員会

北斗市タクシー利用券

漁業者との意見交換のようす



１５北斗市　議会だより

・4月20日に委員会を開催し、議会だより（№87）の監修についての協議を行
いました。
・4月28日に委員会を開催し、第1回臨時会の議会運営（会期日程等）に関する
協議を行い、会期を5月12日の1日間としました。
・5月18日に委員会を開催し、議会の運営に関する事項について協議しました。
・5月25日に委員会を開催し、第2回定例会の議会運営（会期日程等）に関する
協議を行い、会期を6月2日から8日までの7日間としました。

・6月2日に委員会を開催し、第2回定例会の議会運営（会期日程等）、閉会中の所管事務調査及びその日程、
北斗市議会の個人情報の保護に関する条例施行規程の一部改正案について協議しました。
・6月23日に委員会を開催し、議会の運営に関する事項について協議しました。
・4月28日に議会ICT化の検討ワーキンググループを開催し、今後の日程について協議しました。

議　会
運営委員会

議　会
運営委員会
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「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！「議会だより」のアプリ配信ご利用ください！

■会派代表者会議
　5月12日、6月2日、6月19日、北斗市役所で開かれ、議会運営について協議をしました。
■全員協議会
　5月12日、北斗市役所で開かれ、クリーンおしまの火災に伴う対応状況についての報告がありました。
　6月3日、北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合議会の概要、常任委
員会の所管事務調査概要及び特別委員会の調査概要の報告がありました。

その他の会議など（市議会その他の会議など（市議会））

◇4月22日　　群馬県太田市議会（会派）　　　  ・移住・定住・ワーケーション促進について

他の市議会等からの行政視察状他の市議会等からの行政視察状況況



１６ 北斗市　議会だより

■南渡島消防事務組合議会
　4月27日、令和8年第1回臨時会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和8年度一般会計補正予算、
副管理者の選任同意（1件）が審議され、可決、同意されました。
■函館圏公立大学広域連合議会
　6月30日、令和8年第1回臨時会が函館市役所で開かれ、副管理者の選任同意（1件）が審議され、同意
されました。
■渡島廃棄物処理広域連合議会
　5月29日、令和8年第2回全員協議会が北斗市役所で開かれ、クリーンおしまの火災に伴う対応状況、高
温集じん器フィルタの対応、議会の施設の取扱いについて報告されました。
　6月26日、令和8年第1回臨時会が北斗市役所で開かれ、令和8年度一般会計補正予算、専決処分の承認
（1件）、副広域連合長の選任同意（1件）が審議され、可決、承認、同意されました。

一部事務組合・広域連合議会の動一部事務組合・広域連合議会の動きき

＝ 議会開催予定 ＝
第３回北斗市議会定例会は９月を予定しています。

議会の傍聴は、市民の代表である議員がどんな活動をしているのか、
市政がどのように運営されているのかなどを知る良い機会です。
傍聴を希望する方は、市役所３階本会議場傍聴席までお越しください。

議 会 日 誌（令和８年４月１日～令和８年６月30日）
全国市議会議長会第102回定期総会『東京都』（議長）27日北海道市議会議長会道南支部議長会議『北斗市』（正副議長）4月9日

渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、議会運営委員）29日議会運営委員会20日

渡島廃棄物処理広域連合議会「全員協議会」（議長、連合議員）例月出納検査（監査委員議員）22～23日

北斗市議会第2回定例会本会議（第１日目）6月2日北海道市議会議長会定期総会『網走市』（正副議長）22～24日

会派代表者会議道南地区森林・林業・林産業活性化推進議員連盟連絡会総会及び研修会『北斗市』（連盟議員）23日

議会運営委員会南渡島消防事務組合議会臨時会（組合議員）27日

定例会本会議（第２日目）3日議会運営委員会28日

全員協議会議会ＩＣＴ化の検討ワーキンググループ会議

総務常任委員会4日渡島総合開発期成会役員会『函館市』（議長）5月8日

産業建設常任委員会北斗市議会第1回臨時会本会議12日

定例会本会議（第３日目）8日会派代表者会議

北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟総会全員協議会

北斗市商工観光振興議員連盟総会北斗市森林・林業・林産業活性化議員連盟役員会

会派代表者会議19日北斗市商工観光振興議員連盟役員会

例月出納検査（監査委員議員）22～23日産業建設常任委員会13日

議会運営委員会23日総務常任委員会18日

渡島総合開発期成会札幌要望『札幌市』（議長）25日議会運営委員会

渡島廃棄物処理広域連合議会「議会運営委員会」（議長、議会運営委員）26日文教厚生常任委員会19日

渡島廃棄物処理広域連合議会「全員協議会」（議長、連合議員）渡島総合開発期成会定期総会『函館市』（議長）20日

渡島廃棄物処理広域連合議会臨時会（議長、連合議員）例月出納検査（監査委員議員）21～22日

北海道新幹線建設促進関係自治体議長会総会『札幌市』（議長）29日議会運営委員会25日

函館圏公立大学広域連合議会臨時会（連合議員）30日北海道市議会議長会中央実行運動『東京都』（議長）26日



１７北斗市　議会だより
印刷／朝日印刷

撃

傑

隙

欠

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

健

喧

券

圏

兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼

兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼

剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣
剣

萩野小学校・市渡小学校・茂辺地小学校・石別小学校の皆さんが議場を見学しました！
　5月13日に萩野小学校6年生の児童27名、21日に市渡小学校6年生の児童14名、6月10日に茂辺
地小学校3、4年生の児童8名、石別小学校4年生の児童1名が社会科学習で議場見学に訪れました。
　普段は入ることのできない議場で「市議会の役割や仕事」などについて職員から説明を受けました。
　学習後には、実際の議長席に座り、議場の雰囲気を感じていました。

（萩野小学校６年生） （茂辺地小学校3・4年生・石別小学校4年生）
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（左から、工藤議員、白戸議員、中井議員、秋田議員）


